
体型の異常

犬と猫のサ
ルコペニア

このアンバランスは除脂肪体重の減少の進行につながり、体力の低下、生活の質の低下、寿命の短縮を伴います。1   この
症状は犬にも猫にも起こりますが、猫の方が臨床的に重要なようです。 

サルコペニアを起こす原因は解明されていません。この緩徐に進行する病態の多因子病因には、タンパク質またはカロ
リーの摂取不足、タンパク質合成の減少 およびタンパク質異化の増加に伴うタンパク質代謝回転率の変化、慢性的な炎
症性サイトカインの増加、ミトコンドリア機能不全、および酸化ストレスの増加が含まれます。1,2

栄養はサルコペニアを予防できませんが、より早期に症状を認識することで、高齢ペットの加齢に関わる体重と体組成の
変化を遅らせるためのより多くの機会が得られます。 

キーメッセージ

 体重測定、体型およびマッスルコンディションスコアを含む定期的な栄養
状態の評価は、LBM の減少の早期発見に役立ちます。 

 体重を記録するのみでは、体脂肪の増加により隠された除脂肪体重の減
少を見落とす可能性があります。2,3  

 LBM の減少を最小限に抑えるために、食事中のタンパク質が十分であるこ
とを確認し、医学的に必要な場合のみタンパク質を制限してください。 

 高齢の犬と猫は若い動物よりもタンパク質の必要量が高いです。4–6 

 老犬ではタンパク質摂取が不十分な場合には LBM の減少率が増加しま
すが、十分にタンパク質を摂取する場合には LBM の減少は遅くなりま
す。7  

 ガイドラインでは、健康な成犬で体重 1 kg に対し約 2.55 g、健康な成猫
で体重 1 kg に対し約 5 g のタンパク質が推奨されており、同時に十分な
カロリー摂取が確保されています。8  

 特定のアミノ酸が LBM の減少に関与している可能性があります。  

 例えばある研究では、食事から取るリシンを増加することで、総タンパ
ク質摂取量に関わらず、老猫で LBM の減少が低下したという結果が
示されました。9

（次のページに続く)

治療のための栄養

老猫の LBM を維持することで
長寿を促進します。 老化に関
する長期的な研究では、非肥
満の猫は LBM が 10 g 増加す
るごとに生存率が 2 % 増加す
ることが示されました。12

ご存じでしたか？

サルコペニアは年齢に関連する除脂肪量（LBM） 
の減少で、疾病に関係なく発症します。加齢に伴
い、タンパク質の異化率が合成率を超えます。



ER/CRCE

Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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キーメッセージ（続き）

 老犬は必要なカロリーが少ないことが多いですが、老猫はより多くのカロリーを必要とする可能性があることを念頭
に起き、カロリー摂取が適切であることを確認してください。8 

 カロリー密度はペットフードによって大きく異なり、600 kcal/カップ超から 250 kcal/カップ未満まで様々です。より
カロリーの低い食事に変更したことにより、意図しない結果で体重が減少していないことを確認してください。3 

 高齢のペットでは食欲の変化や食事量の減少はよく見られます。 

 高齢のペットの食欲を維持するためには、食事の回数を増やしたり、味付けを工夫したりすることが必要です。 

 心不全のペットにはナトリウムを多く含む味覚添加物を避け、腎臓病のペットにはリンを多く含むフレーバー
添加物は避けてください。1 

 長鎖オメガ 3 脂肪酸である EPA と DHA を多く含む魚油の補給は、炎症性サイトカインの産生を減少させ、食物の摂
取を改善する可能性があります。10 

 亜麻の実油または他の植物由来のオメガ - 3 脂肪酸は、これらの種には効果のない EPA と DHA の供給源です。11 


